
No.1 2015/7/7

WEEKLY REPORT
2015～2016

東京愛宕ロータリークラブ

会長 尾関勇 ・ 幹事 佐藤秀樹
副会長 石渡美奈 ・ 副会長 片山謙次
副会長 波多野まみ
例会場 東京アメリカンクラブ
例会日 毎週火曜日８：００～

～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2015年7月7日（火）

今年度第1回（通算81回）例会

＜本日のプログラム＞

夜間例会：19時～20時40分

2015-16年度方針懇話会
（東京アメリカンクラブ）

■2015年6月30日 2014-15年度会長挨拶

会長 尾関勇

最後の会長挨拶ですが、やはり1年毎に役割が変わるの
が、ロータリーの良いところだと思います。ともかく、
2013年度から2015年本日までお付き合い頂き、忙しい月末
にお集まり頂きましたことに心から感謝申し上げます。準
備例会から数えると105回くらい挨拶を行ってきましたが、
本当にありがとうございます。舟木さんが「新しい風」に
ついてお話されると思いますが、世界120万人、110年の伝
統を持つロータリークラブとはどういうものかという中で、
新しい考えは毎年出てくると思います。その中でロータリ
アンが減少し、増強が必要であると。舟木さんは新しいク
ラブを作るという形に活路を見いだされ、結果、本日の集
計にもよりますが、2750地区が世界で一番大きい2750地区
になるのではないのかと思います。ロータリアンの数も今
年は久々に増えたと坂本ガバナー聞きました。一方で批判
もありまして、新しいクラブの方はロータリーをわかって
いない等あります。私は他の新しいクラブのことはよく存
じ上げませんが、やはりロータリーの手続要覧に基づき、
まず規約を守ろうではないかと。その次に、今日も歌を歌
いましたが、日本のロータリーが伝統的に行っている形式、
また国際的な形式はまず守ってやろうじゃないか、その上
で私達のスタイルを見出していけばいいのではと、自分で
は思いまして、理事の方々とやってきました。その先に自
分とは異なる意見、10年後、20年後に尖った考えのメン
バーが入ってくるかもしれない、そうなった時にこういう
風にすることがいいのではと間を見出していけばいいと思
います。やはり多様性を持ったクラブこそが発展、進化し
続けると思いまして、これから歴代の会長・幹事がスタイ
ルを作って言って頂ければいいのかなと思っています。次
年度の石渡会長、若山幹事は、かなりそういった意味では
秘めたるアバンギャルドなものをお持ちの素晴らしい二人
ですので、更に増えるメンバーを引っ張って、この伝統を
引き継いでいかれるのではと思います。
7月はありがたい事に、2人～3人程入会申込を頂くこと

になっており、またメンバーが増え嬉しい限りです。また
とても嬉しい事で、中井会員は休会のお申し出を頂きまし
たが、7月に第2子を授かるということです。お子さんが出
産の御祝は、他のクラブではあまりないのではと思い、愛
宕RCらしさだと思います。そのようなことにエールを送り
ながら、明日から会長になられる石渡会員に次年度のテー

マ旗と、女性用のロータリーバッチをお渡しさせていた
だきます。
佐藤幹事には、忙しいところ幹事としてご一緒にクラ

ブのスタートから一緒にやってきました。お互い時間調
整が難しい中ここまできて、また財団に出向もされ、補
助金を頂いて事業ができたのも佐藤幹事のおかげです。
本日は1人1人の方にメッセージを申し上げたいところ

ですが、それは私から個別にお言葉をメール等で流させ
て頂きたいと思います。2013年から2015年本日まであり
がとうございました。明日からは管理担当理事として、
責務を果たしていきたいと思います。以上で、最後の挨
拶とさせていただきます。

■6月30日の卓話

RI第2750地区

2013-14年度パストガバナー

東京愛宕ロータリークラブ 特別代表

舟木いさ子 様

東京愛宕RC の設立準備から今日に至るまで、クラブの基

盤を築いてくださいました、尾関会長に心から感謝申し上げま
す。そして会員の皆様が、意欲的にロータリー活動をされて
いることを、特別代表として誇りに思います。また、7/14 に7 
つの新クラブを対象に、第1 回目の勉強会を行いますが、幹

事を引き受けてくださり、ありがとうございます。新クラブの中
でも、すでに大先輩となりました、愛宕RC の頼もしいお背中を

見て、他のクラブも一層元気に「新しい風」を吹かせていただ
けることを願っています。

今日は、ロータリーの誕生から、大きな組織を創り上げた国
際ロータリーの変化と、今後の取り組みについて、皆様とご一
緒に考えてまいりたいと思います。



7月のプログラム

○7/14（火）8:00～10:00 2015-16年度山の手東グループ加藤書久ガバナー補佐公式訪問・クラブ協議会
◆同日 18:00～20:00 「新しい風」懇親会＠国際文化会館
○7/21（火）イニシエーションスピーチ：調整中のため未定
○7/28（火）卓話：Leo Sakai（レオ・サカイ）様（NPO法人Pursue Your Dream Foundation 創業者）

国際ロータリー第2750地区

東京愛宕ロータリークラブ http://atagorotary.com/
＜事務局＞
〒１０６－００４４ 東京都港区東麻布２－１５－２ アンゼン・パックスビル2階
TEL：０３－３５６８－３８２７ ／ FAX：０３－３５６８－３８２９ ／ E-mail：office@atagorotary.com
広報戦略委員長 柳 邦明

◇前回のニコニコBOX◆ ￥26,000 累計総額 ￥451,494

・本日バトンタッチさせていただきます。晴れやかにニコニコ!（尾関）・断食から帰ってきました。1年皆様お疲れ様でした。
（佐藤秀）・舟木さん、尾関さんのお顔が揃うと、クラブ創立当初を思い出します。尾関会長、本日で80回目の会長ご挨
拶、いつの日か81回目の会長挨拶を伺える日を楽しみにしています。（石渡）・いよいよ今年度最後の例会!会長、幹事、

メンバーの皆様、お疲れ様でした。ここまで無事に来られたのは、舟木特別代表のおかげと心より感謝しております。本
日の卓話も楽しみです。引続きご指導宜しくお願い致します。（若山）・舟木様、本日のお話をお聞きできることがとても楽
しみです。よろしくお願いします。（塩沢）・ありがとうございました。（齋藤）・尾関会長、アレックス幹事、ありがとうござい
ました!!（片山）・準備期間も含め、2年以上に渡り尾関会長、アレックス幹事、ありがとうございました。二人のコンビネー
ションがあって今の愛宕RCがあると思っています。また、最後にふさわしい舟木パストガバナー・特別代表の卓話を楽し
みにしています。（柳）・皆様、2年間ありがとうございました。3年目もよろしくお願いします。（丸山）・尾関会長、佐藤幹
事、東京愛宕RCの創立準備から今まで、クラブの基礎を築き感謝申し上げます。（特別代表・舟木いさ子様）

・会員数 28名
・出席者 22名
・ビジター 0名
・ゲスト 1名

修正出席率

82.2%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

出席率内訳

当日出席数(22)

修正出席数(1)

欠席数(5)

17.8%

78.6%

3.6%

今は、メールやネットの時代だからこそ、フェイス トウフェイ

スの例会の重要性を見直したいと思います。例会では、多く
の奉仕のアイデアが生まれ、よき世界を創るために、会員が
チームとなって目標を確認することができます。合言葉は、
「いこう、例会へ」そして「入りて学び、出でて奉仕せよ」です。

ロータリーの会員規定が改正されたことで、ロータリーの可
能性は広がっています。ただ会員数を増やすだけでなく、今
までと少し違う目線で行動をして、「新しい風」を起こすことが
必要だと思います。個性あるクラブ作りを目指し、今こそロー
タリアンは社会を輝かせる存在として、未来に向かって立ち上
がるべきです。

最初のロータリークラブは、四名でアメリカのシカゴから1905

年にスタートしました。著しく経済発展する中、商業道徳の欠如
が横行しているシカゴの街を目の当たりにして、信頼できる公
正な取り引きをしたいという趣旨で集ったのが、始まりだと言わ
れています。移動や情報の手段が限られた環境の中で、急激
な発展を遂げ、世界的組織になった理由には、ロータリーが時
代のニーズに対応できるプログラムを持っていたからだと考え
ます。ロータリークラブは、会員同士が友情を深め、お互いのビ
ジネスを伸ばすための社交団体でした。しかし、ポール・ハリス
は「社会で生活している以上、職業をもって社会に貢献するべ
きだ」と考え、活動方針を転換させました。「互恵」と「親睦」だけ
に限界を感じていたクラブを、次の段階にステップアップさせる
ため、「奉仕活動」を提案したのです。そして、最初の奉仕でシ
カゴの街に公衆トイレが作られました。

このようにロータリーは、初期の互恵クラブに、奉仕の理念を
取り入れたことで、他の奉仕団体との大きな差別化が出来たと
思います。100 年以上もロータリーが価値を失わず、発展してき

た理由は、ロータリーの理念のおかげであるとも言えます。魅
力があるところに人は集まります。その結果が、会員の拡大・増
強につながると考えます。

「奉仕するものは行動しなければならない」有名な決議です。
私の実践は、「現場に立つ」という現場主義を大事にしてまいり
ました。東日本大震災の被災地を何度も訪問しました。また、台
風で被害を受けたフィリピンにも足を運び、日本の皆様の支援
金で、現在病院を建設中です。そして、来月、病院完成のお祝
いに行ってきます。

◇◆ 出席報告 ◆◇ 2015年6月23日 出席状況


